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 要 旨   

 

目的：中東地域における飲酒、アルコール依存、大量機会飲酒、薬物使用の状況を系統的レビ

ューにより明らかにする。 

 

方法：中東地域 22 か国 における飲酒と薬物使用に関する 2023 年 9 月までの公開論文を

PubMed, Scopus, Web of Science, Embase, Index Medicus for the Eastern Mediterranean 

countries で検索し、サンプル数 100以上の研究、合計 148研究について、検討した。 

 

結果：中東地域の飲酒率(95%信頼区間)は男性 9.5%(6.4-13.7)、女性 2.8%(1.3-5.5)であった。

アルコール依存症や大量機会飲酒についてのメタアナリシスは不可能であった。薬物使用治

療中の者における飲酒率は 16.9%(8.8-26.9)であった。 

 

結論：中東地域においても飲酒率は過去の報告 2.9%より 2倍以上増加していることが明らか

となった。 

 


